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【緒言】

今回我々は､ポリエーテルスルフォンを膜素材と

するニプロ社製中空糸型透析器 PES-150Dを

臨味使用する機会を得たので､その安全性､有

用性について検討した｡

【対象】

当院で週 3回･4時間､血液透析を施行している

安定維持透析患者 6名(男性 3名･_女性 3名)

平均年齢 57.5±11.5歳､平均透析年数 8.7±

2.8年､原疾患はすべて慢性糸球体腎炎を対象

症 例 とした｡ 透 析 条 件 は ､血 液 流 星 :

200m]/min.透析液流星:500ml/minで 4週間

連続使用した｡

【方法】

1)クリアランス

評価期間中 1回､透析開始 1時間後にBUN､

クレアチニン､リン､β2-MG､α1-MG について

測定した｡

2)除去率

評価期間中 2回､透析開始 1時間後にBUN､

クレアチニン､リン､β2-MG､αトMG について

測定し字｡
3)ふるい係数(sc)

評価期間中 1回､透析開始 1時間後､及び4

時間後の 2 回､BUN､クレアチニン､リン､β
2-MG､αトMG､アルブミンについて測定し､1

時間後と4時間後の SCをスチューデントt検定

により検定し危険率 5%(p<0.05)を有意水準とし

た｡

4)アルブミン漏出量

評価期間中 1回､除水ポンプ排出後の透析

液を貯留し全透析液宜に換算しアルブミン漏出

量を計測した｡
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5)生体適合性

評価期間中 1回､透析開始時､開始後 15分

30分.60分.及び終了時の白血球､血小板､

C3aについて測定し

6)残血

透析終了時､目視にて残血の有無､程度を

視察した｡

表1 クリアランス(ml/min)

BUN 185.0±3.0

､､Cre 154.9±9.4

ⅠP 169.2=±5.7

β2-MG 81.0±23.9

表2 除去率(%)

BUN 69.2=±6.5

Cre 64.2=±6.0

ⅠP 58.7±8.2

β2-MG 60.8=ヒ9.5

【結果】

1)クリアランス

クリアランスの測 定結果を表 1に示す｡β
2･MGのクリアランスは81.0±23.9ml/minと高

値を示した｡

2)除去率

除去率の測定結果を表 2に示す｡β2･MG

は60.8±9.5%と高値を示した｡
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表3 アルブミン漏出′量(ど)

症 例 1 2 3 4 5 6

図 2 WBC

図 4 C3a

図 3 Plt

3)SC

開始 1時間後及び4時間後のSC測定結果

を図 1に示す｡小分子量領域からβ2･MGまで､

有意な変化は認めなかったが､α1･MGでは

p<0.01.アルブミンではP<0.05と有意な低下

が認められた｡

4)アルブミン漏出宜

アルブミンの漏出丑を表 3に示す｡1回透析

あたりのアルブミン漏出丑は平均 1.28±0.2gあ

った｡

5)生体適合性

生体適合性の経時変化率を図 2から図4に

示す｡白血球数､は開始時の値に比べ開始
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15分後の値は 77%まで変化したが､それ以降

は低下することがなかった｡また血小板数､C3a

の開始時から終了時まで変化率は最大 5%程

度であった｡

6)残血および臨床症状

全例において残血は認められなかった｡特別な

臨床症状は認められなかった｡

【考察】

今回､当院で臨床使用した PES-150Dを同じ

ニプロ社製中空糸ダイアライザIFB-150Uの臨

床評価報告書 ')と比較したものを表 4に示す｡

物質除去性能のうち､小分子量領域に関しては､

FB-150Uの方が pES-150Dに比べ若干優れて

いたが､これは FB-150U の方が薄膜化が可能

であり湿潤時にも膨張しないため拡散性能が優

れているためと考えられた｡しかしPES-150Dは

FB1150U と比べβ2-MG 領域まで優れた除去

性能を示した｡

PES-150Dはβ2-MGにおいて､クリアランス､

除去率､及びふるい係数が高値を示したが､ア

ルブミンのふるい係数､アルブミン漏出丘は極め

て低値でありポアサイズは大きいにかかわらず

ポアサイズの均一性が高いと考えられる｡

生体適合性は､白血球､血小板､C3aともに

透析開始時の有意な変化も少なく透析終了ま

で優れた値を示した｡問題となるような残血､副

作用の発現も見られず､その安全性が確認され

た｡

表 4 FB-150Uとの比較

クリアランス*FB-150UPES-150D
BUN 195.0±3.8185.0±3.0
IP 184.4±4.6169.2±5.7
β2-MG 42.6±5.5 81.0±23.9
除去率
BUN 71.5±2.6 69.2±6.5

【結語】

PES-150D の臨床評価を行い以下の知見を

得た｡

1)小分子量領域はもちろん特にβ2-MG のクリ

アランス､除去率､及びふるい係数は高値であ

り優れた物質除去性能を有していた｡

2)αトMG領域まで除去効果を示したがアルブ

ミンの漏出呈､ふるい係数は極めて低値であり

シャープな分画特性を有していた｡

3)生体適合性に関する経時変化は軽度であっ

た｡
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4)残血､副作用の発現も見られなかった｡

以上より､ハイパフォーマンスメンブレンとして十

分な安全性､有用性が確認できた｡

【参考引用文献】

1)仙台赤十字病院 臨床評価報告書


